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1.801.80

GL-0.00～0.10ｍ表土。
GL-0.10～0.30ｍ微細砂、暗黄灰
色、粒径均一、粒子非常に細か
い。
含水少。
砂の粒径不均一、粒子粗い。粗
、細砂分若干混入。φ2～30mmの
円、亜円形。軟質。φ5～20mm主
体の礫を少量混入。

礫混じ
り中砂

黒
黄
灰

2.600.80
含水少。粘着性脆い。
上部、細礫をブロック状に少量
挟む。円、亜円形、軟質。
φ5～20mmの円、亜円形、軟質な
礫を極く少量混入する。
下部に褐灰色の粗中砂を縞状に
薄く少量挟む。

礫混じ
り粘土

乳
黄
灰

5.302.70

含水大。泥水希釈される。
φ2～30mm礫形、礫質様々。φ5
～20mm主体。
マトリックス、中砂。砂の粒径
様々。
粒子は粗く、粗、細砂分を若干
混入。
GL-3.00～4.50ｍ、乳黄灰色の粘
土をレンズ状に極く少量挟む。
GL-4.50～4.80ｍ、粘土分を薄く
不規則に挟む。

砂
礫

黒
黄
灰

8.703.40

含水中。
砂の粒径不均一。
粒子非常に細かい。
密度、密。

微細砂 暗黄
灰

9.600.90

含水中。
砂の粒径不均一。粒子細かい。
微細砂分若干混入。
貝殻片（二枚貝）を多量に混入
。
褐色の微細砂をレンズ状に極く
少量挟む。

貝殻混じ
り細砂

黒
黄
灰10.360.76

含水中。
砂の粒径不均一。粒子非常に細
かい。
細砂分を若干混入。貝殻片少量
混入。
密度、極密。

微細砂 黒黄
灰
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